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【】式の決定・変化の割合・変域など 
【】式の決定 
[解答 1] 2=a  
[解説] 

2axy = に x ＝3， y ＝18 を代入すると， 
2318 ×= a ， 189 =a ， 2=a  

 
[解答 2] 24xy −=  
[解説] 

2axy = とおく。 2axy = に x ＝3， y ＝－36 を代入すると， 
2336 ×=− a ， 369 −=a ， 4−=a  

よって，求める式は， 24xy −=  
 

[解答 3]
16
3

=a  

[解説] 
2axy = に 3,4 =−= yx を代入すると， 

a163 = ，
16
3

=a  

 
[解答 4] y ＝18 

[解説] 
2axy = とおく。 2axy = に x ＝1， y ＝2 を代入すると， 
12 ×= a ， 2=a ，よって， 22xy =  
22xy = に x ＝3 を代入すると， 1832 2 =×=y   

 

[解答 5]
8
3

=a  
2

27
=b  

[解説] 
表より， 4=x のとき 6=y なので，これを 2axy = に代入すると， 

a166 = ，
8
3

16
6
==a  よって，関数の式は 2

8
3 xy =  

2

8
3 xy = に 6−=x ， by = を代入すると，

2
2736

8
3

=×=b  
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【】変域 
[解答 6]0≦ y ≦27 

[解説] 
0=x が x の変域内にあるときは 3 点を比較する。 

3−=x のとき ( ) 2733 2 =−×=y ， 0=x のとき 0=y  
2=x のとき， 1223 2 =×=y  

よって， y の変域は， 0≦ y ≦27 

 
[解答 7]0≦ y ≦6 

[解説] 
0=x が x の変域内にあるときは 3 点を比較する。 

1−=x のとき， ( )
3
21

3
2 2 =−×=y  

0=x のとき， 0=y  

3=x のとき， 63
3
2 2 =×=y  

よって，0≦ y ≦6 

 
[解答 8] 182 ≦≦ y  

[解説] 
0=x が x の変域内にないときは 2 点を比較する。 

2=x のとき 22
2
1 2 =×=y ， 

6=x のとき 186
2
1 2 =×=y  

よって， 182 ≦≦ y  

 
[解答 9] 2=a  
[解説] 
「 y の変域が 0≦ y ≦8 である」より 0≧y であるので， 0>a である。 

したがって，放物線のグラフは上に開いている。 
「 x の変域が－2≦ x ≦1 のとき， y の変域が 0≦ y ≦8 である」とある

ので，グラフは右図のようになる。 
右図より， 2−=x のとき 8=y になる， 

2axy = に 2−=x ， 8=y を代入すると， ( )228 −×= a  
84 =a ， 2=a  
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[解答 10] 3−=a  
[解説] 
a ＞0 のときは，0＜ a≦ x ≦2 なので， 2xy = の最小値は 2a ，最大値は 22＝4 なので， 

2a ≦ y ≦4 となり，条件を満たさない。 
a ＜0 のときは， 0=x が x の変域内にあるので，3 点を比較する。 
・ ax = のとき 2ay =  
・ 0=x のとき 0=y  

・ 2=x のとき 422 ==y  
y の変域は 0≦ y ≦9 なので， 92 =a  
a ＜0 なので， 3−=a  
 
[解答 11]－2，0 
[解説] 
a ＞0 のとき， x の変域( a≦ x ≦ a＋2)は正の数の範囲にあるので， y ＞0 となり不適。 
a ＝0 のとき，0≦ x ≦2 なので，0≦ y ≦4 となり，適する。 
a ＝－1 のとき，－1≦ x ≦1 なので，0≦ y ≦1 となり，不適。 
a ＝－2 のとき，－2≦ x ≦0 なので，0≦ y ≦4 となり，適する。 

 
[解答 12]－6≦ a ≦0 
[解説] 

6=x のとき， 9
4

366
4
1

4
1 22 ==×== xy  

右図のように，点 A の座標を(6，9)とする。 
また，図のように，点 B(－6，9)をとる。 

ax = のとき， 22

4
1

4
1 axy ==  

点 P 





 2

4
1, aa を考える。 

0＜ a≦6 のとき，点 P は，図の P1のように OA 間にある。x の変域が a ≦ x ≦6 であるので， 
y の変域は 2a ≦ y ≦9 になり，0≦ y ≦9 にならない。 
－6≦ a≦0 のとき，点 P は，図の P2のように BO 間にある。x の変域が a ≦ x ≦6 であるの

で， y の変域は，図より，0≦ y ≦9 になる。これは条件を満たす。 
a ＜－6 のとき，点 P は，図の P3のような位置にある。x の変域が a≦ x ≦6 であるので，y

の変域は，図より，0≦ y ≦ 2a になり，0≦ y ≦9 にならない。 
したがって，条件を満たす aの値の範囲は，－6≦ a ≦0 である。 
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[解答 13](1) 
4
3

=a  (2)ア －2 イ 0 (3) 
3
4

=c  

[解説] 

(1) 2axy = に 3,2 == yx を代入すると， 43 ×= a ，
4
3

=a  

(2) x 座標がb である放物線上の点を P とする。P が右図の OB 間にあると

き， y の変域は 0≦ y ≦3 になる。 

よって，－2≦b ≦0 

(3) (1)より，
4
3

=a なので，この関数の式は 2

4
3 xy =  

x ＝－4 のとき 2

4
3 xy = ＝ ( )24

4
3

−× ＝12 

0=x のとき 2

4
3 xy = ＝0 

x ＝3 のとき 2

4
3 xy = ＝ 23

4
3
× ＝

4
27  

よって， 2

4
3 xy = で， x の変域が－4≦ x ≦3 のときの y の変域は，0≦ y ≦12 

2cxy = において， 
x ＝－2 のとき 2cxy = ＝4 c， 
x ＝0 のとき y ＝0 

x ＝3 のとき 2cxy = ＝9 c  
よって， y の変域は，0≦ y ≦9 c  

したがって， 129 =c ，
3
4

9
12

==c  

 
【】変化の割合 
[解答 14]－12 
[解説] 
x ＝1 のとき， 23xy −= ＝－3 
x ＝3 のとき， 23xy −= ＝－27 
よって，( x の増加量)＝3－1＝2，( y の増加量)＝－27－(－3)＝－24 

(変化の割合)＝ ( )
( )の増加量

の増加量

x
y ＝

2
24−

＝－12 
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[解答 15]－2 
[解説] 

1=x のとき， 6
1
6
==y  

3=x のとき， 2
3
6
==y  

よって，( x の増加量)＝3－1＝2，( y の増加量)＝2－6＝－4 

(変化の割合)＝ ( )
( )の増加量

の増加量

x
y ＝

2
4−
＝－2 

 
[解答 16] a ＝－1 
[解説] 
x ＝1 のとき 2axy = ＝ 21×a ＝ a  
x ＝4 のとき 2axy = ＝ 24×a ＝ a16  
よって，( x の増加量)＝4－1＝3，( y の増加量)＝ aa −16 ＝ a15  

(変化の割合)＝ ( )
( )の増加量

の増加量

x
y ＝

3
15a

＝ a5  

「変化の割合が－5 である」とあるので， 55 −=a ， 1−=a  
 
[解答 17] 1=a  
[解説] 

ax = のとき 22 axy ==  
5+= ax のとき ( )22 5+== axy  

よって，( x の増加量)＝ aa −+ 5 ＝5， 
( y の増加量)＝ ( ) 225 aa −+ ＝ 25102510 22 +=−++ aaaa  

(変化の割合)＝ ( )
( )の増加量

の増加量

x
y ＝

5
2510 +a

＝ 52 +a  

変化の割合は 7 であるので， 752 =+a ， 22 =a ， 1=a  
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[解答 18] 2−=a  
[解説] 
x ＝1 のとき 2axy = ＝ 21×a ＝ a ， x ＝3 のとき 2axy = ＝ 23×a ＝ a9  
よって，( x の増加量)＝3－1＝2，( y の増加量)＝ aa −9 ＝ a8  

(変化の割合)＝ ( )
( )の増加量

の増加量

x
y ＝

2
8a

＝ a4  

一次関数 cbxy += の変化の割合は常にb になるので，x の値が 1 から 3 まで増加するときの

78 +−= xy の変化の割合は－8 

2 つの関数で変化の割合が同じなので， 84 −=a ， 2−=a  
 
[解答 19]毎秒 3m 
[解説] 

1=x (秒)のとき，
4
31

4
3 2 =×=y (m) 

3=x (秒)のとき，
4

273
4
3 2 =×=y (m) 

よって， 
(時間)＝3－1＝2(秒) 

(進んだ道のり)＝
4
24

4
3

4
27

=− ＝6(m) 

(平均の速さ)＝
)(

)(
時間

進んだ道のり ＝
2
6
＝3(m／s) 

 
[解答 20]ウ 
[解説] 

2axy = で x が 1x から 2x へ増加するとき， 

(変化の割合)＝ ( )
( )の増加量

の増加量

x
y ＝

12

2
1

2
2

xx
axax

−
−

＝
( )

12

2
1

2
2

xx
xxa

−
−

＝
( )( )

12

1212

xx
xxxxa

−
−+

＝ ( )12 xxa +  

したがって， 2

2
1 xy = で， 

x の値が 2 から 4 まで増加するときの変化の割合m は， ( ) 342
2
1

=+=m  

x の値が 52 から 54 まで増加するときの変化の割合 n は， ( ) 535452
2
1

=+=n  

よって， nm < となる。 
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【】グラフの特徴 
[解答 21]ア，ウ，エ 
[解説] 
イは誤り。 2axy = は y 軸について対称である。 
オは誤り。 a の値の絶対値が大きいほど，グラフの開き方は小さい。 

 

 
[解答 22]① イ ② ア ③ ウ 
[解説] 

2mxy = で 0>m のとき，グラフは x 軸の上側にあり， 0<m のときは x 軸の下側にあるので， 
①と②は 0>m ，③は 0<m である。したがって，③のグラフはウである。 
また， 2mxy = でm の絶対値が大きいほど開き方が小さいので，①と②では②の絶対値が①

より大きい。したがって，②はア，イのうちのアであることがわかる。 
 
[解答 23] bac ,,  

[解説] 
2mxy = で 0>m のとき，グラフは x 軸の上側にあり， 0<m のときは x 軸の下側にあるので，

0>a ， 0>b ， 0<c である。 
また， 2mxy = でm の絶対値が大きいほど開き方が小さいので， ab > であることがわかる。 
したがって， cba ,, を小さい順に並べると， bac ,, となる。 

 
[解答 24]イ 

[解説] 2axy = で 0>a のときは放物線のグラフは上に開いているので， 2

2
1 xy = のグラフはア

かイである。また， aの絶対値が大きいほど開き方は小さくなり， a の絶対値が小さいほど

開き方は大きくなる。 2

2
1 xy = の

2
1
は， 2

4
3 xy = の

4
3
より小さいので 2

2
1 xy = の開き方は

2

4
3 xy = より大きい。よって， 2

2
1 xy = のグラフはイである。 
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[解答 25]－2 
[解説] 

22xy = と x 軸に対称なグラフの式は 22xy −= である。 
 
[解答 26]エ 
[解説] 
エの 22xy −= は下に開いており， y ≦0 となる。 
 
[解答 27]① 増加 ② 減少 
 
【】座標・長さなど 
【】放物線と直線の式 
[解答 28](1) 6+−= xy  (2) 9 

[解説] 
傾きが m で点 ( )11, yx を通る直線の式は ( ) 11 yxxmy +−= で

ある。参考までに右図を使ってこの公式を導いておく。 

直線 AB の傾きm は，図から，m ＝
( )
( )の増加量

の増加量

x
y

＝
1

1

xx
yy

−
−  

m
xx
yy
=

−
−

1

1 ， ( )11 xxmyy −=− ， 

よって， ( ) 11 yxxmy +−=  
(1) 3−=x を 2xy = に代入すると， 9=y なので，点 A
の座標は(－3，9)である。 
2 点 A，B を通る直線の傾きは－1 なので， 

( ) 11 yxxmy +−= の公式を使うと， 
( ) 93 ++−= xy ， 6+−= xy  

＊ bxy +−= とおいて，(－3，9)を代入することで b を求めることもできるが，慣れると

( ) 11 yxxmy +−= の公式を使う方が簡単である。 
(2) 右図で，△OAB の底辺を OB とすると高さは AH である。 
B は 6+−= xy の y 切片なので，OB＝6 

点 A の x 座標は－3 なので，AH＝3 

よって，(△OAB の面積)＝
2
1
×OB×AH＝ 36

2
1

×× ＝9 
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[解答 29]
4
1

=a  

[解説] 

2 点 ( )11, yx ， ( )22 , yx を通る直線の傾きm は，
12

12

xx
yym

−
−

= で表される。 

そこで，まず，A，B の座標を a を使って表す。 
点 A： 6−=x を 2axy = に代入すると， ay 36= なので，A の座標は ( )a36,6−  
点 B： 4=x を 2axy = に代入すると， ay 16= なので，B の座標は ( )a16,4  

よって，(直線 AB の傾き)＝ ( ) aaaa 2
10
20

64
3616

−=
−

=
−−
−  

直線 AB の傾きは
2
1

− なので，
2
12 −=− a ，

4
1

=a  

 
[解答 30](6，0) 
[解説] 
まず，直線 AB の式を求める。 
点 A の x 座標は－3 なので， 92 == xy  よって，A(－3，9) 
点 B の x 座標は 2 なので， 42 == xy  よって，B(2，4) 
2 点の座標から直線の式を求めるためには，連立方程式

で解くこともできるが，計算が煩雑になる。 
傾きがm で点 ( )11, yx を通る直線は， 

( ) 11 yxxmy +−= と表される。 
2 点 ( )11, yx ， ( )22 , yx が与えられているときは， 

12

12

xx
yym

−
−

= なので，m を ( ) 11 yxxmy +−= に代入すると， 

( ) 11
12

12 yxx
xx
yyy +−

−
−

= となる。 

この公式を使って 2 点 A(－3，9)，B(2，4)を通る直線の式を求めると， 

( ) ( ) 42
32

94
+−

−−
−

= xy ， ( ) 42
5
5

+−
−

= xy ， 6+−= xy  

点 C の y 座標は 0 なので， 6+−= xy に 0=y を代入して， 60 +−= x ， 6=x  

よって，点 C の座標は(6，0)となることがわかる。 
※この公式の傾きを求めるとき，ここでは(B の座標)－(A の座標)で計算したが，反対にして

23
49
−−
−

としてもかまわない。また，ここでは， 11, yx は点 B の座標を使ったが，点 A の座

標を使ってもかまわない。 
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[解答 31]54cm2 
[解説] 
点 A の座標： 3−=x を 22xy = に代入して 1892 =×=y なので，A(－3，18) 
点 B の座標： 2=x を 22xy = に代入して 842 =×=y なので，B(2，8) 

( ) 11
12

12 yxx
xx
yyy +−

−
−

= の公式を使って 2 点 A(－3，18)，B(2，8)を通る直線 l の式を求める

と， ( ) ( ) 82
32

188
+−

−−
−

= xy ， ( ) 822 +−−= xy ， 122 +−= xy  

点 C の x 座標： 122 +−= xy に 0=y を代入して， 1220 +−= x ， 122 =x ， 6=x  

よって，OC＝6 
△AOC の底辺を OC とすると，高さは，点 A の y 座標の 18 と等しくなるので， 

(△AOC の面積)＝
2
1
×6×18＝54(cm2) 

 

[解答 32](1) 
2
1

−  (2) －8 (3) 4−−= xy  

[解説] 
(1) 関数 2axy = のグラフ上に点 A(－2，－2)があるので， 2axy = に 2,2 −=−= yx を代入す

ると， ( )222 −×=− a が成り立つ。よって， a42 =− ，
4
2

−=a ，
2
1

−=a  

(2) (1)より，
2
1

−=a なので，この放物線の式は， 2

2
1 xy −= になる。 

2

2
1 xy −= に 4=x を代入すると， 84

2
1 2 −=×−=y  

(3) ( ) 11
12

12 yxx
xx
yyy +−

−
−

= の公式を使って直線 AB の式を求める。 

仮定より A(－2，－2)，(2)より B(4，－8)なので， 
( )
( ) ( ) 84

24
28

−−
−−
−−−

= xy ， ( ) 84
6
6

−−
−

= xy  

( ) 84 −−−= xy ， 4−−= xy  
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[解答 33](1) 1 (2) (4，4) (3) 2
2
1

+= xy  (4) 







3
8,

3
4  

[解説] 

(1) 2−=x を 2

4
1 xy = に代入すると， 14

4
1

=×=y なので，点 A の y 座標は 1 である。 

(2) (1)より点 A の y 座標は 1 で，「B の y 座標は A の y 座標より 3 だけ大きい」ので， 

B の y 座標は，1＋3＝4 である。 4=y を 2

4
1 xy = に代入すると， 2

4
14 x= ， 162 =x ， 

0>x なので， 4=x  よって，点 B の座標は(4，4)である。 

(3) ( ) 11
12

12 yxx
xx
yyy +−

−
−

= の公式を使って直線 AB の式を求める。 

点 A(－2，1)，点 B(4，4)なので， 

( ) ( ) 44
24

14
+−

−−
−

= xy ， ( ) 44
6
3

+−= xy ， 2
2
1

+= xy  

(4) P，Q，R の位置関係は右図のようになる。 
点 P，Q，R の x 座標を ax = とすると， 

点 P の y 座標は， ax = を 2
2
1

+= xy に代入して， 2
2
1

+= ay  

点 Q の y 座標は， ax = を 2

4
1 xy = に代入して， 2

4
1 ay =  

よって，PR＝ 2
2
1

+a ，QR＝ 2

4
1 a  

PQ：QR＝5：1 より，PR：QR＝(5＋1)：1，PR：QR＝6：1 
比の外項の積は内項の積に等しいので，PR×1＝QR×6 

したがって， 6
4
12

2
1 2 ×=+ aa ， 234 aa =+ ， 043 2 =−− aa  

解の公式を使うと，
6

71
6

4811 ±
=

+±
=a ， 1,

3
4

−=a  

0>a なので，
3
4

=a  よって，点 P の x 座標は
3
4
である。 

点 P の y 座標は，
3
4

=x を 2
2
1

+= xy に代入して，
3
82

3
4

2
1

=+×=y  

したがって，点 P の座標は 







3
8,

3
4

である。 

 



 12 

[解答 34](1) ( )22, aa−  (2) 
2
7

=a  

[解説] 
(1) 点 P の x 座標は a であるので， 22xy = に ax = を代入すると， 22ay =  
よって，点 P の座標は ( )22, aa である。「直線 PQ は x 軸に平行である」ので，点 Q は y 軸

について点 P と線対称の位置にある。したがって，点 Q の座標は ( )22, aa− である。 
(2) まず，点 R の座標を求める。 
点 R の x 座標は a2 なので， 22xy = に ax 2= を代入すると， ( ) 22 822 aay =×=  
よって，点 R の座標は ( )28,2 aa となる。 
Q ( )22, aa− ，R ( )28,2 aa なので， 

(直線 QR の傾き)＝
12

12

xx
yy

−
−

＝ ( ) 7
2

28 22

=
−−

−
aa
aa  

7
3
6 2

=
a
a

， 72 =a ，
2
7

=a  

 

[解答 35](1) 4
2
1

+−= xy  (2) (8，0) (3) 10 

[解説] 
(1) まず，点 A，B の座標を求める。 

点 A の x 座標は－8 なので， 2

8
1 xy = に 8−=x を代入して， ( ) 88

8
1 2 =−×=y  

点 B の x 座標は 4 なので， 2

8
1 xy = に 4=x を代入して， 24

8
1 2 =×=y  

よって，A(－8，8)，B(4，2) 

( ) 11
12

12 yxx
xx
yyy +−

−
−

= の公式を使うと， 

( ) ( ) 24
84

82
+−

−−
−

= xy ， ( ) 24
2
1

+−−= xy ， 4
2
1

+−= xy  

(2) 点 D は 4
2
1

+−= xy 上にあり， y 座標が 0 なので， 4
2
1

+−= xy に 0=y を代入して， 

4
2
10 +−= x ， 80 +−= x ， 8=x  

よって，点 D の座標は(8，0)となる。 
(3) まず，直線 CE の式を求める。 
「∠ACE＝90°」なので，直線 CE は直線 AB と垂直である。 
傾きm の直線と傾き nの直線が垂直であるとき， 1−=mn が成り立つ。 
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したがって，(直線 CE の傾き)×(直線 AB の傾き)＝－1 

(直線 CE の傾き)× 





−

2
1

＝－1，(直線 CE の傾き)＝－1÷ 





−

2
1

＝－1×(－2)＝2 

点 C の y 座標が直線 CE の y 切片になる。 

点 C は直線 AB( 4
2
1

+−= xy )の y 切片でもあるので， y 切片は 4 である。 

したがって，直線 CE の式は， 42 += xy  
42 += xy に 0=y を代入すると， 420 += x ， 42 −=x ， 2−=x  

よって，点 E の座標は(－2，0)である。 
(DE の長さ)＝(点 D の x 座標)－(点 E の x 座標)＝8－(－2)＝10 
 
【】座標・長さなど 

[解答 36]
4
1

=a  

[解説] 
点 A の x 座標は 2 であるので， 

2xy = に 2=x を代入すると， 422 ==y  
よって，点 A の y 座標は 4 である。 
したがって，点 C の y 座標も 4 である。 

また，点 A は線分 BC の中点であるので， 
点 C の x 座標は 4 である。 
よって，点 C の座標は(4，4)である。 

2axy = は，点 C(4，4)を通るので， 2axy = に

4,4 == yx を代入すると， 

244 ×= a ， 416 =a ，
4
1

16
4
==a が成り立つ。 

 

[解答 37]
9
1

=a  

[解説] 
点 A の x 座標は 3 であるので， 2xy = に 3=x を代入する

と， 932 ==y である。 
よって，点 A の y 座標は 9 で，点 Q の y 座標も 9 になる。

したがって，OP＝9 になる。 
仮定より OP＝PQ なので，PQ＝９ 
よって，OH＝PQ＝9 なので，点 Q の x 座標は 9 になる。 



 14 

以上より，点 Q の座標は(9，9)であることがわかる。 
点 Q は， 2axy = 上にあるので， 2axy = に 9,9 == yx を代入すると， 

299 ×= a ， 981 =a ，
9
1

81
9
==a になる。 

 
[解答 38]AB：CD＝8：5 
[解説] 
まず，線分 AB の長さを求める。「点 A と y 座標が等しく x 座標が異なる点 B」より，点 B

の x 座標は－2 である。よって，AB＝2－(－2)＝4･･･① 
次に，線分 CD の長さを求める。点 C の x 座標が 5 なので，点 D の x 座標がわかれば CD の

長さを求めることができる。 

点 C の x 座標が 5 なので， 2

4
1 xy = に 5=x を代入すると，

4
255

4
1 2 =×=y  

したがって，点 C の y 座標は
4
25

になる。 

点 D の y 座標は，点 C の y 座標と等しいので，
4
25

である。 

2xy = に
4
25

=y を代入すると， 2

4
25 x= ，よって，

2
5

±=x  

点 D の x 座標は正であるので，
2
5

=x  

点 C の x 座標が 5，点 D の x 座標が
2
5
なので，CD＝

2
5

2
55 =− ･･･② 

①，②より，AB：CD＝
2
5:4 ＝ 5:8  

 

[解答 39](1)B： 23  C： 23−  (2) 
2

11
=t  

[解説] 

(1) 2

3
1 xy = 上の点 B，C の y 座標は 6 であるので， 

2

3
1 xy = に 6=y を代入して， 2

3
16 x=  

182 =x ， 2318 ±=±=x  
点 B の x 座標は正なので， 23=x  
点 C の x 座標は 23−  
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(2) 右図より，DE＝ 2−t  
CE＝ ( )23−−t ＝ 23+t ，BE＝ 23−t  
DE2＝CE×BE が成り立つので， ( ) ( )( )23232 2 −+=− ttt  

( )222 2344 −=+− ttt ， 4184 −−=− t ， 224 −=− t  よって，
2

11
4

22
==t  

 
[解答 40]AD：BC＝2：1 
[解説] 
まず，点 B の x 座標を a ( 0>a )として，B，C，

D，A の座標を aを使って表す。 
点 B は 2xy = 上にあるので， 2xy = に ax = を

代入すると， 2ay =  
よって，点 B の座標は ( )2, aa になる。 
点Cの y 座標は点Bの y 座標( 2a )と同じである。 
点 C は 24xy = 上にあるので， 24xy = に 2ay =
を代入して， 

22 4xa = ， 22

4
1 ax = ， ax

2
1

±=  

点 C の x 座標は負であるので， ax
2
1

−=  

よって，点 C の座標は 





− 2,

2
1 aa  

点 D は 24xy = 上にあるので， 24xy = に ax = を代入すると， 24ay =  
よって，点 D の座標は ( )24, aa になる。 
点 A の y 座標は点 D の y 座標( 24a )と同じである。 
点 A は 2xy = 上にあるので， 2xy = に 24ay = を代入すると， 

224 xa = ， 22 4ax = ， ax 2±=  
点 A の x 座標は負であるので， ax 2−=  
よって，点 A の座標は ( )24,2 aa−  
B，C，D，A の座標を記入すると，上図のようになる。図より， 
AD＝(点 D の x 座標)－(点 A の x 座標)＝ ( )aa 2−− ＝ aa 2+ ＝ a3  

BC＝(点 B の x 座標)－(点 C の x 座標)＝ 





−− aa

2
1

＝ aa
2
1

+ ＝ a
2
3  

よって，AD：BC＝ 1:23:6
2
3:3 == aaaa  
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[解答 41](1) 1 (2) －8，－2，0，6 
[解説] 

(1) 2−=x を 2

4
1 xy = に代入すると， 14

4
1

=×=y  

(2) 放物線が直線より上側にあるとき， 

66
2
1

4
1 2 =






 +−− xx  

242422 =−+ xx ， 04822 =−+ xx ， ( )( ) 068 =−+ xx ， 6,8−=x  
放物線が直線より下側にあるとき， 

6
4
16

2
1 2 =−+− xx  

02 2 =−− xx ， 022 =+ xx ， ( ) 02 =+xx ， 2,0 −=x  
よって，PQ＝6 であるとき，P の x 座標は，－8，－2，0，6 
 
【】線分比など 

[解答 42](1) 
2
1

=a  (2) 5：4 

[解説] 

(1) まず，点 A の座標を求める。点 A の x 座標は 2−=x なので， 2−=x を 3
2
1

+= xy に代入

すると， ( ) 23132
2
1

=+−=+−×=y  よって，点 A の座標は(－2，2)である。 

点 A は 2axy = 上の点であるので， 2axy = に 2−=x ， 2=y を代入すると， 

( )222 −×= a ， 24 =a ，
2
1

4
2
==a  

(2) △CAD と△CBE で，AD，BE は x 軸と垂直なので AD // BE となる。 
平行線の性質より，BA：AC＝ED：DC が成り立つ。･･･① 
点 E の x 座標は 3，点 D の x 座標は－2 なので， 
ED＝(点 E の x 座標)－(点 D の x 座標)＝3－(－2)＝3＋2＝5･･･② 
DC の長さを求めるためには，点 C の x 座標を求める必要がある。 

点 C は 3
2
1

+= xy 上にあり， y 座標は 0 であるので， 3
2
1

+= xy に 0=y を代入すると， 

3
2
10 += x ， 06 =+x ， 6−=x  

したがって，DC＝(点 D の x 座標)－(点 C の x 座標)＝(－2)－(－6)＝－2＋6＝4･･･③ 
①，②，③より，BA：AC＝ED：DC＝5：4 
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[解答 43]
4
3

=a  

[解説] 
<Point> 面積比→底辺の比→ x 座標の比 
△AOC の底辺を AC，△BOC の底辺を BC とすると， 
高さは共通になるので， 
AC：CB＝(△AOC の面積)：(△BOC の面積)＝1：3 となる。 
図のように， x 軸に垂線 AP，BQ をひくと，AP//CO//BQ なので， 
PO：OQ＝AC：CB＝1：3 となる。 
点 A の x 座標は－2 なので P の x 座標も－2 で，点 Q の x 座標は 
2×3＝6 になる。したがって，点 B の x 座標も 6 になる。 
点 A，B は 2axy = 上にあるので， 
点 A の y 座標は， 2−=x を 2axy = に代入して， ( ) aay 42 2 =−×=  
点 B の y 座標は， 6=x を 2axy = に代入して， aay 3662 =×=  

したがって，(直線 AB の傾き)＝ ( ) 34
8

32
26
436

===
−−
− aaaa

 よって，
4
343 =÷=a  

 
[解答 44] 12−=a  
[解説] 
<Point> 面積比→底辺の比→ x 座標の比 
△OAP の底辺を AP，△OQP の底辺を PQ とすると，高さ

は O から l におろした垂線の長さで共通になる。 
したがって，底辺の比は面積比と等しくなり， 
AP：PQ＝△OAP：△OQP＝2：3 になる。 
右図のように，点 A，Q から x 軸に垂線 AC，QD をひくと，

AC // PO // QD なので， 
CO：OD＝AP：PQ＝2：3 なになる。 
CO＝4 なので，4：OD＝2：3 となる。 
したがって，2OD＝12，OD＝6 
よって，点 Q の x 座標は 6 になる。 

点 Q の y 座標がわかれば，
x
ay = に代入して aの値を求めることができる。 

そこで，直線 l の式を求める。 

2 点 A(－4，8)，B(2，2)を通る直線の式は， ( ) 11
12

12 yxx
xx
yyy +−

−
−

= の公式より， 



 18 

( ) ( ) 22
42

82
+−

−−
−

= xy ， ( ) 22 +−−= xy ， 4+−= xy  

x 座標が 6 である点 Q は直線 l 上にあるので， 4+−= xy に 6=x を代入して， 
246 −=+−=y  

よって，点 Q の座標は(6，－2) 

点 Q は
x
ay = 上にもあるので， 2,6 −== yx を

x
ay = に代入して， 

( ) 62,
6

2 ×−==− aa
 よって， 12−=a  

 
[解答 45](－16，－2) 
[解説] 

点 A の x 座標は 4 なので， 4=x を 2

2
1 xy = に代入すると， 816

2
1

=×=y  

点 A は
x
ay = 上にもあるので， 4=x ， 8=y を

x
ay = に代入すると，

4
8 a
= ， 32=a  

右図のように，点 G，H をとると，CH：CG＝AB：DE， 
AB：DE＝5：1 なので，CH：CG＝5：1 
よって，CG：GH＝1：(5－1)＝1：4 
点 H の y 座標は点 A の y 座標と等しいので 8 である。 
したがって，点 C の y 座標は－2 である。 

双曲線の式は
x

y 32
= なので， 2−=y を代入すると， 

x
322 =− ， 322 =− x ， 16−=x  よって点 C の座標は(－16，－2)である。 

 
[解答 46]2：1 

[解説] 
<Point> x 座標の比→底辺の比→面積比 

△BOC の底辺を OB，△BAC の底辺を AB とすると，高さは共通になる。したがって， 

△BOC と△BAC の面積の比は底辺の比 OB：AB と等しくなる。 

点 A の座標がわかれば，この比がわかる。･･･① 
まず，直線 OB の式を求める。OB は原点を通る直線なので，その

式は axy = とおくことができる。点 B の座標は(6，9)なので， 
9,6 == yx を axy = に代入して， 
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2
3

6
969,69 ==÷=×= aa  よって OB の式は xy

2
3

= となる。 

次に， xy
2
3

= と 2

2
1 xy = の交点 A を求める。 

2

2
1 xy = を xy

2
3

= に代入して， xx
2
3

2
1 2 =  

両辺を 2 倍して， xx 32 = ， ( ) 03,032 =−=− xxxx  よって， 3,0=x  
したがって，点 A の x 座標は 3=x で，右上図の OH＝3 となる。 
したがって，OA：OB＝OH：OC＝3：6＝1：2 
よって，OB：AB＝2：(2－1)＝2：1 
①より，△BOC と△BAC の面積の比は 2：1 となる。 
 
[解答 47] ( )8,22−  
[解説] 
P から x 軸に垂線 PH をひく。 
AO // PH なので，平行線の性質より， 
AO：PH＝QA：QP 
PA：AQ＝1：3 なので，QA：QP＝3：(3＋1)＝3：4 
また，A の y 座標が 6 なので，AO＝6 

よって，6：PH＝3：4 
比の内項の積は外項の積に等しいので， 
PH×3＝6×4，PH＝6×4÷3＝8 
よって，点 P の y 座標は 8 である。 

点 P は 2xy = 上の点なので， 8=y を 2xy = に代入して， 28 x= となる。 
x ＜0 なので， 22248 −=×−=−=x  よって，点 P の座標は ( )8,22− となる。 
 

[解答 48]( 22 ，8 ) 
[解説] 
点 P の x 座標を t ( 0>t )とすると，点 Q の x 座標も t になる。 
点 P は 2xy = 上にあるので， tx = のとき 2ty = になる。 
よって，点 P の座標は ( )2, tt である。 
点 Q は 82 += xy 上にあるので， tx = のとき 82 += ty になる。 
よって，点 Q の座標は ( )82, +tt である。 
「直線 CQ と直線 OP が平行」とあるので，この 2 つの直線の傾き

は等しくなる。 
C(－2，0)，Q ( )82, +tt より， 
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(直線 CQ の傾き)＝ ( )2
082

−−
−+

t
t

＝
2
82

+
+

t
t  

O(0，0)，P ( )2, tt より， 

(直線 OP の傾き)＝
0
02

−
−

t
t

＝ t  よって， t
t
t

=
+
+
2
82  

両辺に 2+t をかけると， ttt 282 2 +=+ ， 82 =t ， 228 ±=±=t  
0>t なので， 22=t  

よって，点 P の x 座標は 22=x  

22=x を 2xy = に代入すると， ( ) 822
2
==y  

したがって，点 P の座標は( 22 ，8 )である。 
 
【】面積 
【】面積を求める：2 つの三角形の和 
[解答 49](1) 12+= xy  (2) 42 

[解説] 
(1) まず，点 A，B の座標を求める。 
点 A の x 座標は－3 で，点 A は 2xy = 上にあるので， 

2xy = に 3−=x を代入して， ( ) 93 2 =−=y  
よって，点 A の座標は(－3，9) 
点 B の x 座標は 4 で，点 B は 2xy = 上にあるので， 

2xy = に 4=x を代入して， 1642 ==y  
よって，点 B の座標は(4，16) 
直線 l は，A(－3，9)，B(4，16)を通るので， 

( ) 11
12

12 yxx
xx
yyy +−

−
−

= の公式を使うと， 

( ) ( ) 93
34
916

++
−−
−

= xy ， ( ) 93
7
7

++= xy ， 12+= xy  

(2) △OAB を△OAC と△OBC に分けて考える。 
点 C は直線 12+= xy の切片( y 切片)なので，点 C の y 座標は 12 である。よって，OC＝12 

(△OAC の面積)＝
2
1
×(底辺 OC)×(高さ AD)＝ 312

2
1

×× ＝18 

(△OBC の面積)＝
2
1
×(底辺 OC)×(高さ BE)＝ 412

2
1

×× ＝24 

よって，(△OAB の面積)＝(△OAC の面積)＋(△OBC の面積)＝18＋24＝42 
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[解答 50](1) 32 −= xy  (2) 6 

[解説] 
(1) まず，点 A，B の座標を求める。 
点 A の x 座標は－3 で，点 A は 2xy −= 上にあるので， 

2xy −= に 3−=x を代入して， ( ) 93 2 −=−−=y  
よって，点 A の座標は(－3，－9) 
点 B の x 座標は 1 で，点 B は 2xy −= 上にあるので， 

2xy −= に 1=x を代入して， 112 −=−=y  
よって，点 B の座標は(1，－1) 
直線 AB は，A(－3，－9)，B(1，－1)を通るので， 

( ) 11
12

12 yxx
xx
yyy +−

−
−

= の公式を使うと， 

( )
( ) ( )( ) 93

31
91

−−−
−−
−−−

= xy ， ( ) 932 −+= xy ， 32 −= xy  

(2) △OAB を△OAC と△OBC に分けて考える。 
点 C は直線 32 −= xy の y 切片なので，点 C の y 座標は－3 である。よって，OC＝3 

(△OAC の面積)＝
2
1
×(底辺 OC)×(高さ AD)＝

2
933

2
1

=××  

(△OBC の面積)＝
2
1
×(底辺 OC)×(高さ BE)＝

2
313

2
1

=××  

よって，(△OAB の面積)＝(△OAC の面積)＋(△OBC の面積)＝ 6
2

12
2
3

2
9

==+  

 

[解答 51](1) 
4
1

=a  (2) 6cm2 

[解説] 

(1) 点 A の x 座標は－2 である。 2−=x を 2
2
1

+= xy に代入すると， ( ) 122
2
1

=+−×=y  

点 A は 2axy = 上にもあるので， 2−=x ， 1=y を 2axy = に代入すると， a41= ，
4
1

=a  

(2) △OAB を△ACO と△BCO に分けて考える。 

点 C の y 座標は 2
2
1

+= xy の切片( y 切片)なので 2 である。よって，CO＝2(cm)である。 

△ACO の底辺を CO とすると，高さは 2(cm)なので，(△ACO の面積)＝
2
1
×2×2＝2(cm2) 
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△BCO の底辺を CO とすると，高さは 4(cm)なので，(△BCO の面積)＝
2
1
×2×4＝4(cm2) 

よって，(△OAB の面積)＝(△ACO の面積)＋(△BCO の面積)＝2＋4＝6(cm2) 
 

[解答 52](1) 
2
1

=a  (2) 4+−= xy  (3) 12 

[解説] 
(1) 2axy = のグラフが，点 A(2，2)を通っているので， 

2,2 == yx を 2axy = に代入して， 42 ×= a ，
2
1

4
2
==a  

(2) ( ) 11 yxxmy +−= の公式を使うと，点 A(2，2)を通り傾きが－1 の直線の式は， 
( ) 22 +−−= xy ， 4+−= xy  

(3) 右図のように，△OAB を△OAC と△OBC に分けて考える。 
点 C は直線 4+−= xy の y 切片なので，点 C の y 座標は 4 であ

る。よって，OC＝4 

(△OAC の面積)＝
2
1
×(底辺 OC)×(高さ AD)＝ 424

2
1

=××  

△OBC の面積を求めるためには，高さ BE を求める必要がある。 
そこで，点 B の x 座標を求める。 

点 B は 2

2
1 xy = ･･･①と， 4+−= xy ･･･②の交点である。 

②を①に代入すると， 2

2
14 xx =+−  

282 xx =+− ， 0822 =−+ xx ， ( )( ) 024 =−+ xx ，よって， 2,4−=x  
したがって，点 B の x 座標は－4 となり，BE＝4 となる。 

(△OBC の面積)＝
2
1
×(底辺 OC)×(高さ BE)＝ 844

2
1

=××  

よって，(△OAB の面積)＝(△OAC の面積)＋(△OBC の面積)＝4＋8＝12 
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[解答 53](1) 4cm2 (2) 
4
1

=a  

[解説] 
(1) △OBC の底辺を OC とすると，高さは右図の BH であ

る。OC＝2cm，BH＝4cm なので， 

(△OBC の面積)＝
2
1
×OC×BH＝ 42

2
1

×× ＝4(cm2) 

(2) まず，直線 AB の式を a を使って表す。 
点 A の x 座標は－2 なので， 2−=x を 2axy = に代入して， ( ) aay 42 2 =−×=  
よって，点 A ( )a4,2−  
点 B の x 座標は 4 なので， 4=x を 2axy = に代入して， aay 1642 =×=  
よって，点 B ( )a16,4  

( ) 11
12

12 yxx
xx
yyy +−

−
−

= の公式を使って 2 点 A ( )a4,2− ，B ( )a16,4 を通る直線の式を求める。 

( ) ( )( ) axaay 42
24
416

+−−
−−
−

= ， ( ) axay 422 ++= ， aaxy 82 +=  

直線 AB は点 C(0，2)を通るので， 2,0 == yx を aaxy 82 += に代入すると， 

a82 =  よって，
4
1

8
2
==a  

 
[解答 54]12cm2 

[解説] 
右図で，△BOD の底辺を OD とすると，高さは BH になる。 
点 B の x 座標は－2 なので，BH＝2 である。 
点 D の座標がわかれば，OD の長さを求めることができる。 
そこで，直線 l の式を求める。点 A の座標は(－3，0)である。 
点 B の x 座標は－2 で，点 B は 2xy = 上にあるので， 

2xy = に 2−=x を代入して， ( ) 42 2 =−=y  
よって，点 B の座標は(－2，4) 

( ) 11
12

12 yxx
xx
yyy +−

−
−

= の公式を使って 2 点 A(－3，0)，B(－2，4)を通る直線の式を求める。 

( ) ( )( ) 03
32

04
+−−

−−−
−

= xy ， ( )34 += xy ， 124 += xy  

124 += xy に 0=x を代入すると， 12=y  よって，点 D の y 座標は 12 で，OD＝12 

(△BOD の面積)＝
2
1
×OD×BH＝ 212

2
1

×× ＝12(cm2) 
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[解答 55](1) 2 (2) 
x

y 4
−=  (3) 27 

[解説] 

(1) 点 A の x 座標は－2 で，点 A は 2

2
1 xy = 上にあるので， 

2

2
1 xy = に 2−=x を代入して， 

( ) 22
2
1 2 =−×=y  

(2) 双曲線イのグラフの式を
x
ay = とおく。 

点 A(－2，2)は
x
ay = 上にあるので，

x
ay = に 2,2 =−= yx を代入して， 

2
2

−
=

a
， ( ) 422 −=−×=a  

よって，双曲線イのグラフの式は，
x

y 4−
= ，

x
y 4

−=  

(3) 図のように△ABC の底辺を BC とすると，高さは AH
になる。BC の長さを求めるために，点 B と点 C の y 座標

を求める。 

点 B は 2

2
1 xy = 上にあり， x 座標は 4 なので， 2

2
1 xy = に

4=x を代入して， 24
2
1
×=y ＝8 

点 C は
x

y 4
−= 上にあり， x 座標は 4 なので，

x
y 4

−= に 4=x を代入して，
4
4

−=y ＝－1 

よって，BC＝(点 B の y 座標)－(点 C の y 座標)＝8－(－1)＝9 

また，図より，AH＝4－(－2)＝6 

よって，(△ABC の面積)＝
2
1
×(底辺 BC)×(高さ AH)＝ 69

2
1

×× ＝27 
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[解答 56](－9，－1) 
[解説] 
まず，△OAB の面積を求める。 
右図のように，△OAB を△AOC と△BOC に分けて考える。 
右図のように，OC を共通の底辺と考えると，△AOC の高さ

は AG＝6 で，△BOC の高さは BH＝3 である。･･･(1) 
そこで，点 C の座標を求めるために直線 AB の式を求める。 

点 A の y 座標は， 2

3
1 xy = に 6−=x を代入すると， 

( ) 12
3

366
3
1 2 ==−×=y なので，点 A の座標は(－6，12) 

点 B の y 座標は， 2

3
1 xy = に 3=x を代入すると， 

33
3
1 2 =×=y なので，点 B の座標は(3，3) 

( ) 11
12

12 yxx
xx
yyy +−

−
−

= の公式を使って 2 点 A(－6，12)，B(3，3)を通る直線の式を求める。 

( ) ( ) 33
63

123
+−

−−
−

= xy 、 ( ) 33 +−−= xy ， 6+−= xy  

点 C は 6+−= xy の切片( y 切片)なので，点 C の y 座標は 6 になる。 

よって，OC＝6･･･(2) 
(1)，(2)より， 

(△AOC の面積)＝
2
1
×(底辺 OC)×(高さ AG)＝ 66

2
1

×× ＝18 

(△BOC の面積)＝
2
1
×(底辺 OC)×(高さ BH)＝ 36

2
1

×× ＝9 

よって，(△OAB の面積)＝(△AOC の面積)＋(△BOC の面積)＝18＋9＝27 
次に，点 P の座標を求める。 
「△OAB と△OCP の面積が等しくなる」とあるので， 
(△OCP の面積)＝27 である。 
図のように，△OCP の底辺を OC とすると，高さは PI である。 

よって，(△OCP の面積)＝
2
1
×(底辺 OC)×(高さ PI)＝27 

2
1
×6×(高さ PI)＝27，3×(高さ PI)＝27，(高さ PI)＝27÷3＝9 

したがって，点 P の x 座標は－9 になる。 
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点 P の y 座標を求めるために反比例のグラフ②の式を求める。 

反比例なので，②の式は
x
ky = とおくことができる。 

②のグラフは，点 B(3，3)を通るので，
x
ky = に 3,3 == yx を代入して，

3
3 k
= ， 933 =×=k  

よって，②の式は
x

y 9
= となる。点 P の x 座標は－9 なので， 1

9
9

−=
−

=y  

よって，点 P の座標は(－9，－1)である。 
 
[解答 57](3，9) 
[解説] 
右図のように， y 軸に平行な線分 PQ をひき，点 P，Q の x 座標

を ax = とする。 
△APB を△APQ と△BPQ に分けて考え， 
△APQ と△BPQ の共通の底辺を PQ とする。 
点 P の x 座標は aで，点 P は 2xy = 上にあるので， 

ax = を 2xy = に代入して 2ay =  
点 Q の x 座標は aで，点 Q は 152 += xy 上にあるので， 

ax = を 152 += xy に代入して 152 += ay  

したがって，(底辺 PQ)＝(点 Q の y 座標)－(点 P の y 座標)＝ 2152 aa −+  
(△APQ の高さ AH)＝ ( ) 33 +=−− aa ，(△BPQ の高さ BG)＝ a−5  
したがって， 

(△APQ の面積)＝
2
1
×(底辺 PQ)×(高さ AH)＝ ( ) ( )3152

2
1 2 +×−+× aaa  

＝ ( )232 3451562
2
1 aaaaa −−+++ ＝ ( )4521

2
1 23 ++−− aaa  

(△BPQ の面積)＝
2
1
×(底辺 PQ)×(高さ BG)＝ ( ) ( )aaa −×−+× 5152

2
1 2  

＝ ( )322 51575210
2
1 aaaaa +−−+− ＝ ( )7557

2
1 23 +−− aaa  

(△APB の面積)＝(△APQ の面積)＋(△BPQ の面積) 

＝ ( )4521
2
1 23 ++−− aaa ＋ ( )7557

2
1 23 +−− aaa ＝ ( )120168

2
1 2 ++− aa ＝ 6084 2 ++− aa  

「△APB の面積が 48 になる」ので， 486084 2 =++− aa  
01284 2 =++− aa ， 0322 =−− aa ， ( )( ) 031 =−+ aa ， 3,1 =−= aa  

「点 P の x 座標は 0＜ x ＜5 とする」とあるので， 1−=a は不適， 3=a は適する。 
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点 P は 2xy = 上にあるので， 2xy = に 3=x を代入して， 932 ==y  
よって，点 P の座標は(3，9) 
 

[解答 58]
3
5

=a  

[解説] 
x 座標が－2 である点 A と y 軸について対称な点 C の x 座標

は 2 である。右図のように， y 軸と平行な直線 CE をひき，

点 F，G をとる。△BCD を△BCE と△DCE に分けて考える。 
△BCE と△DCE の共通の底辺を CE とする。 
CE の長さを求めるために，点 C と E の y 座標を求める。 

点 C は 2axy = 上にあり，点 C の x 座標は 2 なので， 
2axy = に 2=x を代入すると， aay 422 =×=  

よって，点 C の y 座標は a4 である。･･･① 
次に，点 E の y 座標を求めるために，直線 AB の式を求めておく。 

点 A の x 座標は－2 なので， 2−=x を 2axy = に代入して， ( ) aay 42 2 =−×=  
よって，点 A の座標は ( )a4,2−  
点 B の x 座標は 3 なので， 3=x を 2axy = に代入して， aay 932 =×=  
よって，点 B の座標は ( )a9,3  

( ) 11
12

12 yxx
xx
yyy +−

−
−

= の公式を使って 2 点 A ( )a4,2− ，B ( )a9,3 を通る直線の式を求める。 

( ) ( )( ) axaay 42
23

49
+−−

−−
−

= ， ( ) axay 42 ++= ， aaxy 6+=  

点 E は直線 AB 上にあり，点 E の x 座標は 2 なので， aaxy 6+= に 2=x を代入して， 
aaaaay 86262 =+=+×=  よって，点 E の y 座標は a8 である。･･･② 

①，②より，CE＝ aaa 448 =−  
また，図より，DF＝2，BG＝3－2＝1 

(△BCE の面積)＝
2
1
×(底辺 CE)×(高さ BG)＝ aa 214

2
1

=××  

(△DCE の面積)＝
2
1
×(底辺 CE)×(高さ DF)＝ aa 424

2
1

=××  

よって，(△BCD の面積)＝(△BCE の面積)＋(△DCE の面積)＝ aa 42 + ＝ a6  

「△BCD の面積が 10」とあるので， 106 =a ，
3
5

6
10

==a  
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【】面積を求める：外側長方形から複数の三角形を引く 
[解答 59]12 
[解説] 
右図のように，辺が x 軸，y 軸に平行な長方形 APQR をと

る。 
(長方形 APQR の面積)＝AR×QR＝(5－1)×(6－(－2)) 
＝4×8＝32 

(△APB の面積)＝
2
1
×AP×BP＝

2
1
×(6－(－2))×(5－3) 

＝
2
1
×8×2＝8 

(△BQC の面積)＝
2
1
×CQ×BQ＝

2
1
×(2－(－2))×(3－1)＝

2
1
×4×2＝4 

(△ACR の面積)＝
2
1
×CR×AR＝

2
1
×(6－2)×(5－1)＝

2
1
×4×4＝8 

よって， 
(△ABC の面積)＝(長方形 APQR の面積)－(△APB の面積)－(△BQC の面積)－(△ACR の面

積)＝32－8－4－8＝12 
 
 
[解答 60]50 
[解説] 
右図のように，四角形 ACPB を囲む長方形 BDEF を，長方形

の辺が x 軸または y 軸に平行になるようにとる。 

外側の長方形 BDEF の面積から，△ABD，△CPE，△BPF の

面積を引いて四角形 ACPB の面積を求める。 
まず，A，C，P，B の座標を求める。 

A： 2−=x を 2

4
1 xy = に代入して ( ) 12

4
1 2 =−×=y ，A(－2，1) 

C： 2−=x を 2xy −= に代入して ( ) 42 2 −=−−=y ，C(－2，－4) 
P： 3=x を 2xy −= に代入して 932 −=−=y ，P(3，－9) 

B： 4=x を 2

4
1 xy = に代入して 44

4
1 2 =×=y ，B(4，4) 

A，C，P，B の座標をもとに D，E，F の座標を求めると図のようになる。 
これをもとに，各線分の長さを求めると図のようになる。 
(長方形 BDEF の面積)＝13×6＝78 
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(△ABD の面積)＝
2
1
×6×3＝9 

(△CPE の面積)＝
2
1
×5×5＝

2
25  

(△BPF の面積)＝
2
1
×1×13＝

2
13  

(四角形 ACPB)＝(長方形 BDEF)－(△ABD)－(△CPE)－(△BPF) 

＝
2

13
2
25978 −−− ＝50 

 

[解答 61](1) 2=a  (2) 1+= xy  (3) 
2
3

−  

[解説] 

(1) 点 A は 2

4
1 xy −= 上にあるので， 2−=x を 2

4
1 xy −= に代入して， ( ) 12

4
1 2 −=−×−=y  

よって，点 A の座標は(－2，－1) 

点 A は
x
ay = 上にもあるので， 1,2 −=−= yx を

x
ay = に代入して， 

2
1

−
=−

a
， ( ) ( ) 221 =−×−=a  

(2) 点 B は
x

y 2
= 上にあるので， 1=x を

x
y 2
= に代入して， 2

1
2
==y  

よって，点 B の座標は(1，2)である。(1)より点 A の座標は(－2，－1)なので， 

( ) 11
12

12 yxx
xx
yyy +−

−
−

= の公式より，
( )
( ) ( ) 21

21
12

+−
−−
−−

= xy ， 21+−= xy ， 1+= xy  

(3) 右図のように，四角形 BCDE を囲む長方形

PQRD を，長方形の辺が x 軸または y 軸に平行に

なるようにとる。 
まず，B，C，D の座標を求める。 
(2)より，点 B の座標は(1，2)である。 

点 C は
x

y 2
= 上にあり，x 座標は 2 なので， 2=x

を
x

y 2
= に代入して， 1

2
2
==y  よって，点 C の座標は(2，1) 

点 D は 2

4
1 xy −= 上にあり， x 座標は 2 なので， 2=x を 2

4
1 xy −= に代入して， 
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12
4
1 2 −=×−=y  よって，点 D の座標は(2，－1) 

ここで，点 E の x 座標を t とおく。点 E は 1+= xy 上にあるので， 
tx = を 1+= xy に代入して， 1+= ty  

よって，点 E の座標は( t ， 1+t )と表すことができる。 
B，C，D，E の座標をもとに，P，Q，R の座標を求めると図のようになる。 
これらの座標から，図のように各辺の長さを求めることができる。図より， 
(四角形 PQRD の面積)＝PD×RD＝ ( ) ( )t−×+ 221 ＝ t36 −  

(△BDC の面積)＝
2
1
×CD×BP＝ 12

2
1

×× ＝1 

「△BED の面積が△BDC の面積の 5 倍となるようにする」とあるので， 
(△BED の面積)＝(△BDC の面積)×5＝1×5＝5 

(△BCP の面積)＝
2
1
×BP×CP＝ 11

2
1

×× ＝
2
1  

(△BEQ の面積)＝
2
1
×BQ×EQ＝ ( ) ( )tt −×−× 11

2
1

＝ ( )21
2
1 t−  

(△DER の面積)＝
2
1
×DR×ER＝ ( ) ( )tt +×− 22

2
1

＝ ( )24
2
1 t−  

(△BDC)＋(△BED)＋(△BCP)＋(△BEQ)＋(△DER)＝(四角形 PQRD)なので， 

( ) ( ) ttt 364
2
11

2
1

2
151 22 −=−+−+++  

( ) ttt 6124113 22 −=−+−+ ， tttt 61242113 22 −=−++−+ ， 181226 −=− tt  

64 −=t ，
2
3

4
6

−==－t  

 

[解答 62](1) 
4
1

=a  (2) 6
2
1

+= xy  (3) P 







3
20,

3
4  

[解説] 
(1) 「 x の変域が－4≦ x ≦2 のとき， y の変域は 0≦ y ≦4
である」とあるので，右図のように，点 A の y 座標は 4 にな

る。点 A(－4，4)は 2axy = 上にあるので， 4,4 =−= yx を

2axy = に代入して， ( )244 −×= a ， 416 =a ，
4
1

16
4
==a  

(2) まず，点 C の座標を求める。点 C は 2

4
1 xy = 上にあるので， 9=y を 2

4
1 xy = に代入して， 
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2

4
19 x= ， 362 =x ， 0>x なので， 6=x  よって，点 C の座標は(6，9) 

点 A(－4，4)なので， ( ) 11
12

12 yxx
xx
yyy +−

−
−

= の公式を使って直線 AC の式を求める。 

( ) ( ) 96
46

49
+−

−−
−

= xy ， ( ) 96
2
1

+−= xy ， 6
2
1

+= xy  

(3) 右図のように点 P，E，F，H をとり，△POD の面積を

求めて PH の長さを求めることで，点 P の x 座標を計算する。 

(台形 ODCF の面積)＝
2
1
×(上底 DO＋下底 CF)×(高さ OF) 

＝ ( ) 45696
2
1

=×+×  

点 B の x 座標は 2 なので， 2=x を 2

4
1 xy = に代入して， 12

4
1 2 =×=y  

よって，点 B の座標は(2，1) 

(台形 EBCF の面積)＝
2
1
×(上底 BE＋下底 CF)×(高さ EF)＝ ( ) ( ) 202691

2
1

=−×+×  

(△BOE の面積)＝
2
1
×(底辺 BE)×(高さ OE)＝ 121

2
1

=××  

また，仮定より，(四角形 POBC の面積)＝20 
よって，(△POD の面積)＋(四角形 POBC の面積)＋(△BOE の面積)＋(台形 EBCF の面積) 
＝(台形 ODCF の面積) 
(△POD の面積)＋20＋1＋20＝45 
よって，(△POD の面積)＝45－41＝4 

(△POD の面積)＝
2
1
×(底辺 DO)×(高さ PH)＝4 

2
1
×6×(高さ PH)＝4，3×(高さ PH)＝4，(高さ PH)＝4÷3＝

3
4  

したがって，点 P の x 座標は
3
4
である。点 P は 6

2
1

+= xy 上にあるので， 

3
4

=x を 6
2
1

+= xy に代入して，
3

206
3
26

3
4

2
1

=+=+×=y  

よって，点 P の座標は 







3
20,

3
4

になる。 
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【】面積を 2 等分，面積比 
[中点] 

[解答 63] 22  
[解説] 
「△OPB の面積と△OPQ の面積が等しくなる」ので，点 P は線

分 BQ の中点になる。(それぞれの底辺を BP，QP とすると高さ

は共通なので，BP＝QP だから 2 つの三角形の面積は等しい) 
点 B の y 座標が 8，点 Q の y 座標が 0 なので，点 P の y 座標は 4

になる。点 P は 2

2
1 xy = 上にあるので， 2

2
1 xy = に 4=y を代入して， 2

2
14 x= ， 82 =x  

0>x なので， 228 ==x  
 

[解答 64](1) 10+−= xy  (2) xy
3
2

=  

[解説] 
(1) まず，点 A の座標を求める。 x 座標が 2 である点 A は 22xy = 上にあるので， 2=x を

22xy = に代入すると， 822 2 =×=y  よって，点 A の座標は(2，8) 
②は傾きが－1 で，点 A を通るので， ( ) 11 yxxmy +−= を使って直線の式を求める。 

( ) 82 +−−= xy ， 10+−= xy  
(2) 「直線 l (直線 OC)が三角形 OAB の面積を二等分する」とある

ので，点 C は線分 AB の中点になる。 
点 A の y 座標は 8，点 B の y 座標は 0 なので，点 C の y 座標は， 

(8＋0)÷2＝4 になる。 
点 C は 10+−= xy 上にあるので， 4=y を 10+−= xy に代入する

と， 104 +−= x ， 410−=x ， 6=x  
よって，点 C の座標は(6，4)になる。 
直線 OC(直線 l )は原点 O(0，0)と C(6，4)を通る直線である。 

( ) 11
12

12 yxx
xx
yyy +−

−
−

= の公式を使って，この直線の式を求める。 

( ) 00
06
04

+−
−
−

= xy ， xy
3
2

=  
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[解答 65](1，－5) 
[解説] 
線分ABの中点をPとすると，OPは△OABの面積を2等分する。

それは次のように説明できる。 
△OAP と△OBP で，それぞれの底辺を AP，BP とすると， 
AP＝BP である。また，2 つの三角形の高さは OH で共通である。

底辺と高さが同じなので，△OAP と△OBP の面積は等しい。 

2 点 ( )11, yx ， ( )22 , yx の中点の座標は 





 ++

2
,

2
2121 yyxx  

で求めることができる( yx, それぞれの座標の平均)。 

点 A の座標： 2−=x を 2

2
1 xy −= に代入すると， 4

2
1
×−=y ＝－2 なので点 A は(－2，－2) 

点 B の座標： 4=x を 2

2
1 xy −= に代入すると， 16

2
1
×−=y ＝－8 なので，点 B は(4，－8) 

A(－2，－2)，B(4，－8)の中点 P の座標は， 





 −−+−

2
82,

2
42

＝(1，－5) 

 
[底辺が共通(高さが共通)] 

[解答 66] 22  
[解説] 
△ABQ と△ABP の共通の底辺を AB とすると， 
右図の h1，h2がそれぞれの三角形の高さになる。 
「△ABQ の面積と△ABP の面積が等しくなる」とあり， 
底辺が共通で等しいので高さが等しくなる。 
よって，h1＝h2 になる。 

点 A は 2

4
1 xy = 上にあり， x 座標が 2 なので， 22

4
1
×=y ＝1 

となり，h2＝1 で，h1＝h2＝1 となる。 
よって，点 P の y 座標は h1＋h2＝1＋1＝2 

点 P は 2

4
1 xy = 上にあり， y 座標が 2 なので， 2

4
12 x=  

82 =x ， 228 ±=±=x ， 

0>x なので， 22=x  
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[台形の面積の 2 等分など] 

[解答 67]
4
1

−=a  

[解説] 
まず，台形 ABDC の面積を求めるために，点 C と点 D の y 座標を計算する。 

点 C の x 座標は－4 なので， 4−=x を 2

2
1 xy = に代入すると， ( ) 84

2
1 2 =−×=y  

点 D の x 座標は 2 なので， 2=x を 2

2
1 xy = に代入すると， 22

2
1 2 =×=y  

したがって，AC＝8，BD＝2 
また，BA＝2－(－4)＝2＋4＝6 

(台形 ABDC の面積)＝
2
1
×(上底 BD＋下底 AC)×(高さ BA) 

＝ ( ) 682
2
1

×+× ＝30 

右図のように点 E の x 座標を a とする(図では a が負の値であ

る場合を描いているが，正の値でも，以下の計算は成り立つ)。 
「直線 AE が台形 ABDC の面積を 2 等分する」とあるので， 
△EAC の面積は，30÷2＝15 である。 
△EAC の底辺を AC(＝8)とすると，高さは EH である。 
EH＝ ( )4−−a ＝ 4+a  

(△EAC の面積)＝
2
1
×(底辺 AC)×(高さ EH)＝15 

( ) 1548
2
1

=+×× a ， ( ) 1544 =+a ， 15164 =+a ， 14 −=a  よって，
4
1

−=a  

 

[解答 68]
2
3  

[解説] 
(四角形 ACDE の面積)：(△BDE の面積)＝2：1 なので， 
(台形 ACDB の面積)：(△BDE の面積)＝3：1 である。･･･① 
まず台形 ACDB の面積を求める。 

2−=x を 2

2
1 xy = に代入すると， 2=y なので点 A の座標は 

(－2，2)で，AC＝2 



 35 

4=x を 2

2
1 xy = に代入すると， 8=y なので点 B の座標は(4，8)で，BD＝8 

CD＝4－(－2)＝6 

(台形 ACDB の面積)＝
2
1
×(AC＋BD)×CD＝ ( ) 682

2
1

×+× ＝30 

①より，(△BDE の面積)＝(台形 ACDB の面積)×
3
1
＝

3
130× ＝10 

(△BDE の面積)＝
2
1
×BD×EH＝10 

2
1
×8×EH＝10，4EH＝10，EH＝

4
10

＝
2
5  

よって，点 E の x 座標は，
2
3

2
54 =−  

 

[解答 69](1) 
9
2

=a  (2) 
3
4

3
4

−= xy  

[解説] 
(1) 点 A の y 座標は 2 なので， 22xy = に 2=y を代入して，

1,22 22 == xx ， x ＞0 なので， 1=x  
よって，点 C の x 座標も 1 である。 
次に，四角形 ACDB は正方形で，AC＝2 なので，CD＝2 
よって，点 D の x 座標は 1＋2＝3 とわかる。 
したがって，点 B の座標は(3，2)である。 
点 B は 2axy = 上の点なので， 2axy = に 2,3 == yx を代入して， 

29,32 2 =×= aa  

よって，
9
2

=a  

(2) (台形 AODB の面積)＝(上底 AB＋下底 OD)×(高さ AC)÷2＝(2＋3)×2÷2＝5 
点 C を通り，台形 AODB の面積を 2 等分する直線を右上図の CE とし，AE＝ t とおく。 
(台形 AOCE の面積)＝(上底 AE＋下底 OC)×(高さ AC)÷2＝( t ＋1)×2÷2＝ t ＋1 
与えられた条件より，(台形 AOCE の面積)＝(台形 AODB の面積)÷2 

よって，
2
31

2
5,

2
51 =−==+ tt  

(直線 CE の傾き)＝
3
4

3
22

2
32 =×=÷=÷= AEAC

AE
AC  
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直線 CE は傾きが
3
4
で，点 C(1，0)を通るので， ( ) 11 yxxmy +−= の公式を使って， 

( )1
3
4

−= xy ，
3
4

3
4

−= xy と求めることができる。 

 
[三角形の面積を一定の比に分ける] 
[解答 70](1) 8−= xy  (2) 48cm2 (3) Q(－2，－4) 

[解説] 
(1) まず，点 A，B の座標を求める。 

点 A の x 座標は－8 なので， 2

4
1 xy −= に 8−=x を代入すると， ( ) 168

4
1 2 −=−×−=y  

よって，点 A の座標は(－8，－16) 

点 B の x 座標は 4 なので， 2

4
1 xy −= に 4=x を代入すると， 44

4
1 2 −=×−=y  

よって，点 B の座標は(4，－4) 

直線②は 2 点 A(－8，－16)，B(4，－4)を通るので， ( ) 11
12

12 yxx
xx
yyy +−

−
−

= の公式より， 

( )
( ) ( ) 44

84
164

−−
−−
−−−

= xy ， ( ) 44 −−= xy ， 8−= xy  

(2) △OAB を△OAC と△OBC に分けて考える。 
△OAC の底辺を OC とすると，高さは，右図の AH になる。 

8−= xy の y 切片は－8 なので，点 C の y 座標は－8 で， 

OC＝8(cm) 
点 A の x 座標は－8 なので，AH＝8(cm) 

(△OAC の面積)＝
2
1
×(底辺 OC)×(高さ AH)＝ 88

2
1

×× ＝32(cm2) 

次に，△OBC の底辺を OC とすると，高さは BG である。 
点 B の x 座標は 4 なので，BG＝4(cm) 

(△OBC の面積)＝
2
1
×(底辺 OC)×(高さ BG)＝ 48

2
1

×× ＝16(cm2) 

よって，(△OAB の面積)＝(△OAC の面積)＋(△OBC の面積)＝32＋16＝48(cm2) 
(3) (2)より，△OAB の面積は 48cm2なので， 
右図の四角形 OBCQ の面積は，48÷2＝24(cm2) 
(△OCQ の面積)＝24－(△OBC の面積)＝24－16＝8(cm2) 
△OCQ の底辺を OC とすると，高さは QK なので， 
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(△OCQ の面積)＝
2
1
×(底辺 OC)×(高さ QK)＝8(cm2) 

2
1
×8×(高さ QK)＝8，4×(高さ QK)＝8 

(高さ QK)＝8÷4＝2(cm) 
よって，点 Q の x 座標は－2 になる。 
点Qの y 座標を求めるために，直線OAの式を計算する。 

点 A の座標は(－8，－16)，点 O の座標は(0，0)なので 

(直線 OA の傾き)＝
12

12

xx
yy

−
−

＝
( )
( ) 2

8
16

80
160

==
−−
−−  

よって，直線 OA の式は xy 2= である。 
xy 2= に 2−=x を代入すると， ( ) 422 −=−×=y  

したがって，点 Q の座標は(－2，－4) 
 

[解答 71](1) 6+= xy  (2) 15 (3) 
3
4  

[解説] 
(1) 2xy = 上にある点 A の x 座標は－2 なので， 2−=x を 2xy = に代入して， ( ) 42 2 =−=y  
よって，点 A の座標は(－2，4) 2xy = 上にある点 B の x 座標は 3 なので， 3=x を 2xy = に

代入して， 932 ==y  よって，点 B の座標は(3，9) 

( ) 11
12

12 yxx
xx
yyy +−

−
−

= の公式を使って，2 点 A(－2，4)，B(3，9)を通る直線の式を求める。 

( ) ( ) 93
23

49
+−

−−
−

= xy ， ( ) 93 +−= xy ， 6+= xy  

(2) △OAB を△AOC と△BOC に分けて考える。 
△AOC の底辺を OC とすると，右図の AH が高さになる。 
点 C は直線 6+= xy の y 切片なので，点 C の y 座標は 6 で， 

OC＝6となる。また，点Aの x 座標は－2なのでAH=2である。 

(△AOC の面積)＝
2
1
×(底辺 OC)×(高さ AH)＝ 26

2
1

×× ＝6 

次に，△BOC で，点 B の x 座標は 3 なので，BG＝3 である。 

(△BOC の面積)＝
2
1
×(底辺 OC)×(高さ BG)＝ 36

2
1

×× ＝9 

よって，(△OAB の面積)＝(△AOC の面積)＋(△BOC の面積)＝6＋9＝15 



 38 

(3) (2)より，△OAB の面積は 15 である。 
「四角形 OACP と△BCP の面積の比が 2：1 になる」より， 

(四角形 OACP の面積)＝(△OAB の面積)×
12

2
+

＝
3
215× ＝10 

になる。(2)より，(△AOC の面積)＝6 なので， 
(△POC の面積)＝(四角形 OACP の面積)－(△AOC の面積) 
＝10－6＝4 
△POC の底辺を OC とすると，高さは右図の PI なので， 

(△POC の面積)＝
2
1
×(底辺 OC)×(高さ PI)＝4 

2
1
×6×(高さ PI)＝4，3×(高さ PI)＝4，(高さ PI)＝4÷3＝

3
4  

したがって，点 P の x 座標は
3
4
になる。 

 
[解答 72]4 
[解説] 
点 P の x 座標を aとすると，点 P の y 座標は， 

2

4
1 xy = に ax = を代入して， 2

4
1 ay =  

△CBP の底辺を BC とすると，高さは右図の PH になる。 
点 B の x 座標が－8 なので，BC＝8 

点Bの y 座標は， 2

4
1 xy = に 8−=x を代入して， ( ) 168

4
1 2 =−×=y  

よって，点 H の y 座標も 16 になる。 

したがって，PH＝(点 H の y 座標)－(点 P の y 座標)＝ 2

4
116 a−  

(△CBP の面積)＝
2
1
×(底辺 BC)×(高さ PH)＝ 






 −×× 2

4
1168

2
1 a ＝ 264 a− ･･･① 

次に，△AOP の底辺を AO とすると，高さは右上図の PG になる。 
「点 A の座標は(0，8)」なので，AO＝8 
点 P の x 座標は aなので，PG＝ a  

よって，(△AOP の面積)＝
2
1
×(底辺 AO)×(高さ PG)＝ a××8

2
1

＝ a4 ･･･② 

「△CBP の面積が△AOP の面積の 3 倍になる」ので， 
(△CBP の面積)＝(△AOP の面積)×3 
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①，②より， 3464 2 ×=− aa ， 064122 =−+ aa ， ( )( ) 0164 =+− aa ， 
16,4 −=a  0>a なので， 4=a  

よって，点 P の x 座標は 4 である。 
 
[解答 73](1) 4+= xy  (2) 1 

[解説] 
(1) まず，点 A，B の座標を求める。 

点 A の x 座標は－2 なので， 2−=x を 2

2
1 xy = に代入すると， ( )22

2
1

−×=y ＝2 

よって点 A の座標は(－2，2) 

点 B の x 座標は 4 なので， 4=x を 2

2
1 xy = に代入すると， 24

2
1
×=y ＝8 

よって点 B の座標は(4，8) 

( ) 11
12

12 yxx
xx
yyy +−

−
−

= の公式を使って，2 点 A(－2，2)，B(4，8)を通る直線の式を求める。 

( ) ( ) 84
24

28
+−

−−
−

= xy ， ( ) 84 +−= xy ， 4+= xy  

(2) 点 P の x 座標を ax = とおくと， 

y 座標は， ax = を 2

2
1 xy = に代入して 2

2
1 ay =  

△PCD の底辺を CD とすると，高さは PH＝ 2

2
1 a  

l の式 4+= xy に 0=y を代入すると， 40 += x ， 4−=x  

なので，点 C の x 座標は－4 になる。 
よって，CD＝4－(－4)＝8 

したがって，(△PCD の面積)＝
2
1
×CD×PH＝ 2

2
18

2
1 a×× ＝ 22a  

次に，△PBD の底辺を BD とすると，高さは PG である。 
BD＝8，PG＝ a−4 なので， 

(△PBD の面積)＝
2
1
×BD×PG＝ ( )a−×× 48

2
1

＝ a416 −  

△PCD と△PBD の面積の比が 1：6 なので， 
(△PBD の面積)＝(△PCD の面積)×6 

62416 2 ×=− aa ， 016412 2 =−+ aa ， 043 2 =−+ aa  
解の公式を使う。 



 40 

a ＝
( )

6
71

6
491

6
43411 ±−

=
±−

=
−××−±−

＝
3
4

− ，1 

40 << a なので， 1=a  
したがって，点 P の x 座標は 1 である。 
 
[解答 74] 64 −  
[解説] 
まず，直線 l の式を求めるために点 A，B の座標を計算する。 

2

4
1 xy = 上にある点 A の x 座標は－2 なので， 2−=x を 2

4
1 xy = に代入すると， 

( )22
4
1

−×=y ＝１ よって，点 A の座標は(－2，1) 

2

4
1 xy = 上にある点 B の x 座標は 4 なので， 4=x を 2

4
1 xy = に代入すると， 

24
4
1
×=y ＝4 よって，点 B の座標は(4，4) 

( ) 11
12

12 yxx
xx
yyy +−

−
−

= の公式を使って，2 点 A(－2，1)，B(4，4)を通る直線の式を求める。 

( ) ( ) 44
24

14
+−

−−
−

= xy ， ( ) 44
2
1

+−= xy ， 2
2
1

+= xy ･･･① 

2
2
1

+= xy の切片( y 切片)は 2 なので，点 C の y 座標は 2 で，OC＝2 になる。 

次に，△OAB を△OCA と△OCB に分割してその面積を求める。 

(△OCA の面積)＝
2
1
×(底辺 OC)×(高さ)＝ 22

2
1

×× ＝2 

(△OCB の面積)＝
2
1
×(底辺 OC)×(高さ)＝ 42

2
1

×× ＝4 

よって，(△OAB の面積)＝(△OCA の面積)＋(△OCB の面積)＝2＋4＝6･･･② 
次に，点 P の x 座標を aとして，△BDE の面積を aを使って表すことにする。 
右図で，△BDE の底辺を DE とすると高さは BI になる。 
点 B の x 座標は 4 で，点 I の x 座標は aなので， 
BI＝ a−4 である。･･･③ 
DE の長さを求めるために，点 D と E の y 座標を計算する。 

x 座標が a である点 D は直線 l (①より 2
2
1

+= xy )上にあ
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るので， ax = を 2
2
1

+= xy に代入して， 2
2
1

+= ay ･･･④ 

点 B の座標は(4，4)なので，(直線 OB の傾き)＝
12

12

xx
yy

−
−

＝
4
4

04
04
=

−
−

＝1 

よって，直線 OB の式は xy = である。 

x 座標が aである点 E は xy = 上にあるので， ax = を xy = に代入して， ay = ･･･⑤ 

④，⑤より，点 D の y 座標は 2
2
1

+= ay ，点 E の y 座標は ay = なので， 

DE＝ 2
2
12

2
1

+−=−+ aaa ･･･⑥ 

③，⑥より， 

(△BDE の面積)＝
2
1
×(底辺 DE)×(高さ BI) 

＝ ( )aa −×





 +−× 42

2
1

2
1

＝ ( ) ( )( ) ( ) ( )22 4
4
14

4
144

4
141

4
1

−=−=−+−=−





 +− aaaaaa  

「△OAB と△BDE の面積の比が 4：1」で，②より(△OAB の面積)＝6 なので， 

(△OAB の面積)：(△BDE の面積)＝4：1，6： ( )24
4
1

−a =4：1 

比の内項の積は外項の積に等しいので， ( ) 1644
4
1 2 ×=×−a  

( ) 64 2 =−a ， 64 ±=−a ， 64±=a  
「 x 軸上の 0≦ x ≦4 の範囲に点 P をとる」とあるので，0≦ a≦4 

よって， 64−=a  
 

[解答 75](1) 1 (2)①PQ：QR＝3：8 ② 
7

1522 +  

[解説] 
(1) 2xy = に 1−=x を代入すると 1=y なので，点 A の座標は(－1，1) 

2xy = に 2=x を代入すると 4=y なので，点 B の座標は(2，4) 

よって，直線 AB の傾きは， ( )12
14
−−
−

＝
3
3
＝1 

(2)① まず，直線 AB の式を求めておく。 
(1)より，傾きが 1 で B(2，4)を通るので， ( ) 11 yxxay +−= の公

式より， ( ) 42 +−= xy ， 2+= xy  

1=x を 2

4
1 xy = に代入すると

4
1

=y なので，P の y 座標は
4
1  
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1=x を 2xy = に代入すると 1=y なので，Q の y 座標は 1 
1=x を 2+= xy に代入すると 3=y なので，Q の y 座標は 3 

よって，PQ＝
4
3

4
11 =− ，QR＝3－1＝2 

PQ：QR＝
4
3
：2＝3：8 

② PQ＝QR であれば，△APQ＝△AQR，△BPQ＝△BQR 
となり(それぞれ底辺が等しく高さが共通なので)， 
線分 AP，PB，BQ，QA で囲まれた図形の面積は△AQB の面

積と等しくなる。 

tx = を 2

4
1 xy = に代入すると 2

4
1 ty = なので，P の y 座標は 2

4
1 t  

tx = を 2xy = に代入すると 2ty = なので，Q の y 座標は 2t  
tx = を 2+= xy に代入すると 2+= ty なので，R の y 座標は 2+t  

よって，QR＝ ( ) 22 tt −+ ，PQ＝ 222

4
3

4
1 ttt =−  

PQ＝QR なので， ( ) 22 2
4
3 ttt −+= ， 22 4843 ttt −+=  

0847 2 =−− tt  

解の公式より，
( )

14
874164 −××−±

=t ＝
7

1522
14

1544
14

2404 ±
=

±
=

±  

t ＞0， 01522 <− なので，
7

1522 −
=t は不適。よって，

7
1522 +

=t  

 
[解答 76]2：1 
[解説] 
右図のように，△ABC と△OAB の共通の底辺を AB とすると， 
それぞれの高さの比は面積の比と等しくなる。そこで，△ABC と

△OAB の面積をそれぞれ求める。 
△ABC について， 
点 A は 2xy = 上にあるので， 2=x を 2xy = に代入すると， 4=y  
よって，AC＝4 
△ABC の底辺を AC＝4 とすると，高さは 2－(－1)＝3 である。 

したがって，(△ABC の面積)＝
2
1
×4×3＝6･･･① 

次に，△OAB について， 
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まず，点 D の座標を求めるために，直線 AB の式を求める。 

点 A(2，4)，点 B(－1，1)なので， ( ) 11
12

12 yxx
xx
yyy +−

−
−

= の公式より， 

( ) ( ) 42
12

14
+−

−−
−

= xy ， 42+−= xy ， 2+= xy  

点 D は 2+= xy の切片( y 切片)なので，点 D の y 座標は 2 で，OD＝2 である。 

△AOD，△BOD の共通の底辺を OD＝2 とすると，△AOD の高さは 2，△BOD の高さは 1
なので， 

(△AOD の面積)＝
2
1
×2×2＝2 

(△BOD の面積)＝
2
1
×2×1＝1 

よって，(△OAB の面積)＝(△AOD の面積)＋(△BOD の面積)＝2＋1＝3･･･② 
①，②より，(△ABC の面積)：(△OAB の面積)＝6：3＝2：1 になる。 
よって，△ABC と△OAB において，線分 AB を底辺としたときのそれぞれの高さの比は， 
面積比と同じ 2：1 となる。 
 
[解答 77](2，4) 
[解説] 
まず，△OBC の面積を求めるために，直線 BC の式を計算する。 

B(－2，4)，C(1，1)なので， ( ) 11
12

12 yxx
xx
yyy +−

−
−

= の公式より， 

( ) ( ) 11
21

41
+−

−−
−

= xy ， ( ) 11 +−−= xy ， 2+−= xy  

2+−= xy の y 切片 D の y 座標は 2 になる。よって，OD＝2 

(△OCD の面積)＝
2
1
×(底辺 OD)×(高さ)＝ 12

2
1

×× ＝1 

(△OBD の面積)＝
2
1
×(底辺 OD)×(高さ)＝ 22

2
1

×× ＝2 

(△OBC の面積)＝(△OCD の面積)＋(△OBD の面積)＝1＋2＝3･･･① 
次に，点 P の x 座標を ax = として，△OAP の面積を a を使って表す

こととする。 
そこで，まず直線 AP の式を求める。 
点 P の x 座標は aなので， ax = を 2xy = に代入して 2ay =  

よって，P の座標は( a， 2a )である。点 A の座標は(－3，9)である。 
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( ) 11
12

12 yxx
xx
yyy +−

−
−

= の公式を使って，2 点 A，P を通る直線の式を求める。 

( ) ( )( ) 93
3
92

+−−
−−
−

= x
a
ay ，

( )( ) ( ) 93
3

33
++

+
−+

= x
a

aay ， ( )( ) 933 ++−= xay  

( ) 9933 +−+−= axay ， ( ) axay 33 +−=  
点 E は ( ) axay 33 +−= の y 切片なので，点 E の y 座標は a3 となり，OE＝ a3 となる。 

(△OPE の面積)＝
2
1
×(底辺 OE)×(高さ PH)＝ aa××3

2
1

＝ 2

2
3 a  

(△OAE の面積)＝
2
1
×(底辺 OE)×(高さ AG)＝ 33

2
1

×× a ＝ a
2
9  

よって，(△OAP の面積)＝(△OPE の面積)＋(△OAE の面積)＝ aa
2
9

2
3 2 + ･･･② 

「△OBC の面積と△OAP の面積の比が 1：5 になる」ので，  
(△OBC の面積)：(△OAP の面積)＝1：5 

①，②より， 5:1
2
9

2
3:3 2 =






 + aa  

比の内項の積は外項の積に等しいので， 

531
2
9

2
3 2 ×=×






 + aa ， 15

2
9

2
3 2 =+ aa ， 3093 2 =+ aa ， 01032 =−+ aa ， ( )( ) 025 =−+ aa  

よって， 2,5−=a  

「点 P の x 座標は正とする」とあるので， 0>a  したがって， 2=a  
点 P は 2xy = 上にあるので， 2=x を 2xy = に代入して， 422 ==y  
よって，点 P の座標は(2，4)になる。 
 
 
[解答 78](1) 2=a  (2) 53 += xy  

[解説] 
(1) 点 A(－2，8)は 2axy = 上にあるので， 

8,2 =−= yx を 2axy = に代入して， 
( )228 −×= a ， a48 =  

248 =÷=a  
(2) まず，四角形 ABCD の面積を求めるために，B，C，D の

座標を計算する。 
22xy = 上にある点 B の x 座標は－1 なので， 

1−=x を 22xy = に代入して ( ) 212 2 =−×=y  
よって，点 B の座標は(－1，2) 
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点 C は y 軸について点 B と対称なので，点 C の座標は(1，2) 
点 D は y 軸について点 A と対称なので，点 D の座標は(2，8) 

図より，AD＝2－(－2)＝4，BC＝1－(－1)＝2。EF＝8－2＝6 

よって，(四角形 ABCD の面積)＝
2
1
×(上底 BC＋下底 AD)×(高さ EF)＝ ( ) 18642

2
1

=×+×  

次に，右上図のように AD 上に，AP＝b である点 P をとる。 
BP が四角形 ABCD の面積を二等分するとき，△BAP の面積は 18÷2＝9 になる。 

よって，(△BAP の面積)＝
2
1
×(底辺 AP)×(高さ BH)＝9 

BH＝EF＝6 なので， 96
2
1

=××b ， 93 =b ， 339 =÷=b  

(点 P の x 座標)＝(点 A の x 座標)＋b ＝－2＋3＝1 なので，点 P の座標は(1，8) 
点 B の座標は(－1，2)である。 

( ) 11
12

12 yxx
xx
yyy +−

−
−

= の公式を使って，2 点 P，B を通る直線の式を求める。 

( ) ( ) 81
11

28
+−

−−
−

= xy ， ( ) 813 +−= xy ， 53 += xy  

 

[解答 79](1) 
3
2
 (2) 

2
15

2
1

+−= xy  (3) 
5
3

−  

[解説] 
(1) 点 B は y 軸について点 A と対称なので，点 B の x 座標

は－3 である。よって，AB＝3－(－3)＝6 
AB：AD＝2：1 なので，AD＝6÷2＝3 

3=x を 2xy = に代入すると 9=y なので，点 A の y 座標は

9 である。したがって，点 D の y 座標は 9－3＝6 になる。 

点 D(3，6)は 2axy = 上にあるので， 6,3 == yx を 2axy =

に代入して， a96 = ，
3
2

9
6
==a  

(2) (1)より点 B の座標は(－3，9)，点 D の座標は(3，6)で

ある。 ( ) 11
12

12 yxx
xx
yyy +−

−
−

= の公式を使って，2 点 B，D を通る直線の式を求める。 

( ) ( ) 63
33

96
+−

−−
−

= xy ， ( ) 63
2
1

+−−= xy ， 6
2
3

2
1

++−= xy ，
2

15
2
1

+−= xy  
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(3) まず，四角形 ODBC の面積を計算する。 
△BCDの底辺CDは3－(－3)＝6，高さは9－6＝3なので， 

(△BCD の面積)＝
2
1
×6×3＝9 

△OCD の底辺 CD は 6，高さは 6 なので， 

(△OCD の面積)＝
2
1
×6×6＝18 

よって，(四角形 ODBC の面積)＝9＋18＝27 
次に，△OED の面積を計算する。 

点 E は 2 点 B，D の中点なので， y 座標は
2

69+
＝

2
15  

よって，OE＝
2

15   △OED の底辺を OE とすると高さは 3 なので， 

(△OED の面積)＝ 3
2

15
2
1

×× ＝
4
45  

線分 EP が四角形 ODBC の面積を 2 等分するので， 

(△OED の面積)＋(△OEP の面積)＝(四角形 ODBC の面積)×
2
1  

4
45

＋(△OEP の面積)＝
2
127×  

(△OEP の面積)＝
2
127× －

4
45

＝
4
9

4
45

4
54

=−  

△OEP の底辺を OE＝
2

15
とすると，高さは図の PH なので， 

(△OEP の面積)＝
2
1
×

2
15

×PH＝
4
9  

4
15 PH＝

4
9
，PH＝

5
3

15
4

4
9

4
15

4
9

=×=÷  

点 P の x 座標は負なので，
5
3

− である。 
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【】等積変形の利用 
[解答 80](1) 2 (2) 42 += xy  (3) (1，2) 

[解説] 
(1) 1−=x を 22xy = に代入すると 2=y である。したがって，点 A の座標は(－1，2)になる。 

(2) ( ) 11
12

12 yxx
xx
yyy +−

−
−

= の公式を使って 2 点 A(－1，2)，B(2，8)を通る直線の式を求める。 

( ) ( ) 82
12

28
+−

−−
−

= xy ， ( ) 822 +−= xy ， 42 += xy  

(3) 右図のように，補助線 OP を，OP // AB となるように引く。 
△PAB と△OAB の共通の底辺を AB とすると，OP // AB なので， 
2つの三角形の高さは等しくなり，2 つの三角形の面積が等しくなる。 
(2)より，直線 AB( 42 += xy )の傾きは 2 なので，直線 OP の傾きも 2
になる。OP は原点を通るので， xy 2= の式で表すことができる。 

交点 P の座標を求めるには， 22xy = と xy 2= を連立方程式として解

く。 22xy = を xy 2= に代入すると， xx 22 2 =  
022 2 =− xx ， ( ) 01 =−xx  よって， 1,0=x  

点 P は原点以外の点なので， 1=x  
1=x を xy 2= に代入すると， 2=y  

したがって，点 P の座標は(1，2)であることがわかる。 
 

[解答 81](1) 
2
3

+= xy  (2) (－4，8) 

[解説] 

(1) 1−=x を 2

2
1 xy = に代入すると

2
1

=y なので，点 A の座標は 





−

2
1,1  

3=x を 2

2
1 xy = に代入すると

2
9

=y なので，点 B の座標は 







2
9,3  

( ) 11
12

12 yxx
xx
yyy +−

−
−

= の公式を使って，2 点 A，B を通る直線の式を求める。 

( ) ( )( )
2
11

13
2
1

2
9

+−−
−−

−
= xy ， ( )

2
11

4
4

++= xy ，
2
3

+= xy  

(2) 右図のように B 点を通って，直線 OA と平行な補助線を引き

2

2
1 xy = との交点を P とする。 

△PAB と△POB で，PB を共通な底辺とすると， 
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OA // BP で，2 つの三角形の高さが等しくなるので，△PAB と△POB の面積が等しくなる。 

(直線 OA の傾き)＝
2
1

1
2
1

−=
−

 

直線 BP の傾きは直線 OA と同じ
2
1

− で，点 B の座標は 







2
9,3 なので，直線 BP の式は， 

( ) 11 yxxay +−= の公式を使って， 

( )
2
93

2
1

+−−= xy ，
2
9

2
3

2
1

++−= xy ， 6
2
1

+−= xy と求めることができる。 

交点 P の座標は， 2

2
1 xy = と 6

2
1

+−= xy の連立方程式を解いて求めることができる。 

2

2
1 xy = を 6

2
1

+−= xy に代入すると， 6
2
1

2
1 2 +−= xx ， 122 +−= xx ， 0122 =−+ xx ， 

( )( ) 034 =−+ xx ， 3,4−=x  
1−<x なので 4−=x  

4−=x を 2

2
1 xy = に代入すると， 816

2
1

=×=y  

よって，点 P の座標は(－4，8)であることがわかる。 
 
[解答 82](－6，0) 
[解説] 
右図のように，補助線 PA を OB // PA となるように引く。 
△OAB と△OBP で，OB を共通の底辺と考えると，OB // PA
なので，2 つの三角形の高さは等しくなり，2 つの三角形の面

積が等しくなる。そこで，まず，A，B の座標を求めておく。 
2−=x を 2xy = に代入すると 4=y なので，点 A の座標は 

(－2，4) 
1=x を 2xy = に代入すると 1=y なので，点 B の座標は(1，1) 

(OB の傾き)＝
1
1
＝1 なので，AP の傾きも 1 になる。 

直線 AP の式は，傾きが 1 で(－2，4)を通るので， ( ) 11 yxxay +−= の公式を使って， 
( )( ) 42 +−−= xy ， 6+= xy と求めることができる。 

点 P の y 座標は 0 なので， 0=y を 6+= xy に代入して， 60 += x ， 6−=x  

よって，点 P の座標は(－6，0)となる。 
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[解答 83](1) 1
4
 (2) 3+−= xy  (3) 12 

[解説] 
(1) 点 A(2，1)は 2axy = 上にあるので， 2axy = に x ＝2， y ＝1 を代入して， 

41 ×= a ，よって，
4
1

=a  

(2) ( ) 11
12

12 yxx
xx
yyy +−

−
−

= の公式を使って 2 点 A(2，1)，B(－6，9)を通る直線の式を求める。 

( ) ( ) 12
62

91
+−

−−
−

= xy ， ( ) 12
8
8

+−
−

= xy ， 12++−= xy ， 3+−= xy  

(3) △ABP と△ABO で，AB を共通の底辺とすると， 
AB // OP なので，2 つの三角形の高さは等しくなり， 
(△ABP の面積)＝(△ABO の面積) となる。 
そこで，△ABO の面積を，右図の△ACO と△BCO に分割して

求める。 
直線 AB の式は 3+−= xy なので， y 切片は 3 で，OC＝3 

点 A の x 座標は 2 なので，△ACO の底辺を OC＝3 とすると，

高さは AD＝2 

よって，(△ACO の面積)＝
2
1
×(底辺 OC)×(高さ AD)＝

2
1
×3×2＝3 

同様にして，(△BCO の面積)＝
2
1
×(底辺 OC)×(高さ BE)＝

2
1
×3×6＝9 

よって，(△ABO の面積)＝(△ACO の面積)＋(△BCO の面積)＝3＋9＝12 
ゆえに，(△ABP の面積)＝(△ABO の面積)＝12 
 
 
[解答 84]12 
[解説] 
まず，右図のように，点 B を通って直線 AO に平行な直線 BD を

ひく。△AOB と△AOD で，AO を共通の底辺とすると， 
AO // BD なので，それぞれの三角形の高さ(BG と DF)は等しくな

る。よって，(△AOB の面積)＝(△AOD の面積)となる。 
次に， y 軸上の正の部分に CO＝2DO となる点 C をとる。 

△AOC と△AOB で，AO を共通の底辺とすると， 
△AOC の高さ CE は，△AOB の高さ BG の 2 倍になる。 
したがって，(△AOC の面積)＝(△AOB の面積)×2 になる。 
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点 C の y 座標は，点 D の y 座標の 2 倍になる。 

そこで，直線 BD の式を求める。 

点 A の x 座標は－4 なので， 2

2
1 xy = に代入して， ( ) 84

2
1 2 =−×=y  

点 B の x 座標は 2 なので， 2

2
1 xy = に代入して， 22

2
1 2 =×=y  

よって，(直線 BD の傾き)＝(直線 AO の傾き)＝ 2
04

08
−=

−−
−  

直線 BD は傾きが－2 で，点 B(2，2)を通るので， ( ) 11 yxxmy +−= の公式より， 
( ) 222 +−−= xy ， 62 +−= xy となることがわかる。 

点 D は 62 +−= xy の切片( y 切片)なので，点 D の y 座標は 6 になる。 
点 C の y 座標は点 D の y 座標の 2 倍なので，c＝6×2＝12 となる。 

 

[解答 85](1) 
4
3

=a  (2) 8 

[解説] 
(1) 点 A(－2，3)は 2axy = 上にあるので， 

3,2 =−= yx を 2axy = に代入して， 

( ) 34,23 2 =−×= aa  よって，
4
3

=a  

(2) まず，直線②の式を求めておく。 

直線②の傾きは
2
1
で，点 A(－2，3)を通るので， ( ) 11 yxxay +−= の公式より， 

( )( ) 32
2
1

+−−= xy ， 4
2
1

+= xy と計算できる。 

よって，②と y 軸との交点を C とすると，点 C の座標は(0，4)となる。 

ここで，右図のように，CO＝DO となる点 D(0，－4)
をとる。点 D を通り②に平行な直線 DP をひく。 
△OAB と△PAB で，AB を共通の底辺とすると， 
△OAB の高さは OH，△PAB の高さは PG となる。 
CO＝DO なので，PG＝OH×2 となる。 
したがって，(△PAB の面積)＝(△OAB の面積)×2 に

なる。 
点 P の座標を求めるために直線 DP の式を求める。 

直線 DP は②と平行なので傾きは
2
1
である。また点 D
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の座標は(0，－4)なので， y 切片は－4 である。したがって，直線 DP の式は， 4
2
1

−= xy で

ある。 

点 P の y 座標は 0 なので， 4
2
1

−= xy に 0=y を代入して， 4
2
10 −= x  

両辺を 2 倍すると， 08 =−x  よって 8=x  

よって，点 P の x 座標は 8 になる。 
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